
活動報告（1２月リポート）

担当：企画経営課

畜産農家では、梅雨の時期等、一部の時期に堆肥が余ってしまう傾向に

あり、年間を通じて安定的に供給するための販売先の確保が課題となって

います。

これに対し、耕種農家では、昨今の肥料高騰の中で堆肥の利用が注目さ

れていますが、これまで利用してこなかった農家にはどこにどのような堆

肥があるのか、情報を得られていないケースもあります。

そこで、西部農林事務所は、畜産農家から発生する堆肥の利用を促進す

るため、12月４日にJAとぴあ浜松北地区支店、12日にJAとぴあ浜松湖

西営農センターにて、畜産堆肥展示会を開催しました。

展示会には浜松市及び湖西市の畜産農家18点の出品があり、関係者含め

て延べ43名（うち生産者15名）の出席がありました。

畜産技術研究所の佐藤飼料環境科長による「家畜ふん堆肥の利用技術に

ついて」の講演会や、相談会も併せて開催し、参加者からは高い興味が感

じられました。

一部の農家では、展示会後に畜産農家を訪問し、堆肥供給マッチングも

図られました。

今後も、畜産農家及び耕種農家への支援を継続して実施していきます。

表題：畜産堆肥展示会を開催しました

日時：令和５年 1２月４日（月）・１２日（火）

場所：静岡県浜松市・湖西市

（展示会の様子）


